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保険課 蘂24-8842

環境課 蘂24-8836

健
康
健
康
が
一
が
一
番 
健
康
が
一
番 

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）で
支

払
う
医
療
費
は
、
主
に
私
た
ち
が
納

め
て
い
る
保
険
税
が
財
源
で
す
。
し

か
し
、
医
療
費
の
増
加
に
見
合
っ
た

保
険
税
収
入
は
厳
し
く
今
後
も
赤
字

が
続
き
そ
う
で
す
。
国
保
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
た
め
、
加
入
者
が
助
け
合
う

制
度
で
す
。
健
康
維
持
・
管
理
に
努

め
て
、
医
療
費
も
節
約
し
ま
し
ょ
う
。 

丸亀市 

1人当た
り医療費

 

ほとんど
が 

保険税
負担 

全国平均
の 

20％も高
い 

医療費節約で国保制度を維持 

■医療費関係の全国平均と丸亀市の比較（年間） 

■明日に備える　家庭内でも体を冷やさない工夫を 
■朝食をしっかり食べる！　起きたあとの体温上昇は朝食から 
■体温上昇を促す食品を摂取　生姜、スープ、根菜など 

本人負担 

私たち 
保険者負担 

①特定健診や保健指導を受け、早期発見・早期治療で病気が重く 

　なるのを防ぎましょう。 

②かかりつけ医を持ちましょう。 

③必要な時だけ受診し、時間外・休日受診を控えましょう。 

④ジェネリック医薬品を上手に使いましょう。 

⑤食べ過ぎず、無理をせず適度な運動を心掛けましょう。 

医療費節約のための 5つのポイント 

ジェネリック医薬品 
　先発医薬品の特許期
間や再検査期間が過ぎ
た後に販売される、同
じ有効成分などを持つ
医薬品。開発費用が少
ないため、価格を安く
抑えられる。 

　
健
康
を
維
持
し
て 

　
早
期
発
見
・
治
療 

　
香
川
県
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下

国
保
）
の
１
人
当
た
り
医
療
費
は
、

全
国
平
均
よ
り
20
謾
も
高
く
年
額
35

万
９
０
０
０
円
で
全
国
２
位
。
丸
亀

市
は
、35
万
６
０
０
０
円
で
す
。「
が

ん
」「
心
疾
患
」「
糖
尿
病
」
が
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
「
糖
尿
病
」
は
男
性
が
全
国

１
位
、
女
性
が
２
位
で
す
。
こ
れ
が

重
症
化
す
る
と「
腎
不
全
」に
な
り
、

人
工
透
析
が
必
要
で
、
週
に
数
回
、

長
時
間
拘
束
さ
れ
、
大
き
な
負
担
に

な
り
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
年
間
５

０
０
万
円
以
上
に
な
り
ま
す
。
本
人

の
負
担
は
申
請
に
よ
っ
て
、
月
額
１

万
円
か
２
万
円
で
す
が
、
そ
れ
以
外

の
医
療
費
の
ほ
と
ん
ど
が
、
保
険
者
、

市
民
の
負
担
で
す
。 

　
市
民
一
人
一
人
が
、
健
康
を
維
持

し
医
療
費
を
節
約
し
て
、
国
保
の
安

定
運
営
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
家
庭
で
で
き
る 

　
地
球
温
暖
化
対
策 

　
市
で
は
、平
成
21
年
６
月
か
ら
、２

年
間
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン（
家
庭

版
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
）を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
（
以
下
排
出
量
）
を
数
値

で
把
握
す
る
も
の
で
、
お
よ
そ
４
０

０
世
帯
に
４
か
月
に
一
度
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
の
使
用
量
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
２
年
間
の
結
果
（
上
グ
ラ
フ
）
を

見
る
と
、
猛
暑
の
影
響
を
受
け
た
去

年
の
夏
の
排
出
量
は
、
一
昨
年
よ
り

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
や
節
電
意
識
に
よ
っ
て
、

暑
か
っ
た
割
に
は
比
較
的
少
な
い
と

も
言
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
目
を
引
く
の
は
夏
よ
り
冬

の
排
出
量
が
多
く
、
期
間
も
長
く
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
日
本
で
は
、
年
間
の
暖
房
日
数
が

冷
房
日
数
よ
り
長
く
、
冬
は
外
気
温

と
室
温
の
差
が
大
き
い
た
め
、
エ
ア

コ
ン
１
台
当
た
り
の
排
出
量
は
冷
房

の
設
定
温
度
を
上
げ
る
よ
り
も
、
暖

房
の
設
定
温
度
を
下
げ
る
ほ
う
が
、

効
果
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
で
は
冬
の
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
市
役
所
や

各
施
設
で
過
度
な
暖
房
の
使
用
を
控

え
、
室
温
を
20
℃
で
は
な
く
18
℃
を

め
ど
に
設
定
し
、
排
出
量
削
減
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
家
庭
で
も
で
き
る
、
温
暖

化
対
策
の
一
例
を
（
左
図
）
で
紹
介

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

こうほう 
豆知識 

全
国
平
均
を
1
と
し
た
場
合
の
値
 

受診率 

28.98％ 
18.65日 

12万 
1411円 

1.4

1.2

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0
1人当たり入院費 1件当たり日数 

全国平均 
21.95％ 

全国平均 
9万        
7929円 

全国平均 
16.8日 

20℃室温設定 
朝、起きたときから「WARM BIZ」 

12月は「地球温暖化防止月間」です 

今よりもっと　　 
　環境にやさしい 
     ライフスタイルに 

900.0

6月 7月 8月 9月 

平成21年排出量平均 

二酸化炭素排出量　一世帯平均 

平成22年排出量平均 

１０月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 

㎏ 
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0.0

朝食をしっかり食べる 朝食をとる時間がない
時は、温かいスープを飲
むだけでも効果的 

体の暖まる食品をとる 
（大根、ニンジンなどの根菜、生
姜、ニンニクなどの香味野菜） 

冷え性に効く「足浴」 日が落ちて冷気が窓か
ら入る前にカーテンを
閉め、室内を保温 

居室の壁は断熱建材、床
暖房も有効 

お風呂で体の芯まで暖
める 

湯冷め防止として、パジャ
マの上に1枚羽織る 

寝る時に首にタオルを
巻く 

ウ ォ ー ム  ビ ズ  

夏 

冬 

しょう が 

元亀元亀（げ
んき）くん

で～す 

節約節約して
ネ！ 医療

費医療費
 元亀（げ

んき）くん
で～す 

節約して
ネ！ 医療

費 



１２ 45

管　財　課 
蘂24-8840 職員課 蘂24-8802

市職市職員の給与状況給与状況 　市役所に勤める職員の給与状況をお知ら　市役所に勤める職員の給与状況をお知ら

せします。せします。 

　職員の給与は、人事院勧告やほかの地方　職員の給与は、人事院勧告やほかの地方

自治体との均衡を考慮して、条例で定めら自治体との均衡を考慮して、条例で定めら

れています。れています。 

市職員の給与状況 一般競争入札一般競争入札で 
市有地市有地を売却売却します 
一般競争入札で 
市有地を売却します 

　市役所に勤める職員の給与状況をお知ら

せします。 

　職員の給与は、人事院勧告やほかの地方

自治体との均衡を考慮して、条例で定めら

れています。 

(注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などが含まれています。 

●人件費●人件費の状況状況（一般会計決算一般会計決算） ●人件費の状況（一般会計決算） 

歳出額窕 区分 

22年度 111.918人 391億9466万円 20.0％ 78億5220万円 

人件費窘 人件費率 住民基本台帳人口 
（平成22年3月31日現在） 

B 
A（　） 全職種 

●職員の初任給の状況職員の初任給の状況 （23.4.123.4.1現在現在） ●職員の初任給の状況 

区分 

市 

国 

17万8800円 19万 300円 

14万4500円 15万4400円 

17万2200円 18万4200円 

14万 100円 14万8500円 

（23.4.1現在） 

大学卒 

高校卒 

大学卒 

高校卒 

初任給 
採用2年経過日 
給　料　額 

（注）内訳の職種は代表的なものであり、全職種ではありません。 

43.3歳 

44.0歳 

46.0歳 

39万9597円 

42万1723円 

34万1424円 

35万1276円 

39万7036円 35万2046円 

●職員の平均給料・給与月額および 
　平均年齢の状況 （23.4.1現在） 

区　分 

一般行政職 

技能労務職 

平均給与月額 平均給料月額 平均年齢 

全 職 員  

（注）人事院勧告などにより、今後変更の場合があります。 

97万1000円 
76万5000円 
69万1000円 

58万6000円 
51万2000円 
45万7000円 

（23.4.1現在） 

区　分 

給
　
料 

報
　
酬 

月　額 

市　長 
副市長 
教育長 

議　長 
副議長 
議　員 

期末手当（23年度支給割合） 

●特別職の報酬などの状況 

6月期…1.40月分 
12月期…1.55月分 } 2.95月分 

6月期…1.45月分 
12月期…1.65月分 } 3.10月分 

●職員の状況 
（各年4.1現在） ■部門別職員数の状況 

区　　分 

部　　門 

一

般

行

政

部

門

 

部
　
　
門 

特
別
行
政 

普通会計　計 

合　　　計 

会
計
部
門 

公
営
企
業
等 

議　　会 

総　　務 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

労　　働 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

小　計 

教　　育 

消　　防 

小　計 

  

水　　道 

下 水 道 

その他事業 

小　計 

平成22年 平成23年 増　減　数 

職　　　員　　　数 

7人 

115人 

38人 

239人 

95人 

0人 

26人 

8人 

48人 

576人 

143人 

116人 

259人 

835人 

41人 

17人 

70人 

128人 

963人 

8人 

123人 

35人 

232人 

91人 

0人 

24人 

13人 

47人 

573人 

137人 

118人 

255人 

828人 

39人 

14人 

70人 

123人 

951人 

 1人 

8人 

 △ 3人 

 △ 7人 

 △ 4人 

 0人 

 △ 2人 

5人 

 △ 1人 

 △ 3人 

 △ 6人 

2人 

 △ 4人 

 △ 7人 

 △ 2人 

 △ 3人 

0人 

 △ 5人 

 △ 12人 
●級別職員数の状況 

（注） 市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。                    

（23.4.1現在） 

区分 

8級 

7級 

6級 

5級 

4級 

3級 

2級 

1級 

職 員 数 

計  

2人 

19人 

72人 

277人 

185人 

235人 

62人 

99人 

951人 

0.2% 

2.0% 

7.6% 

29.1% 

19.5% 

24.7% 

6.5% 

10.4% 

100%

構 成 比  標準的な業務内容 

部　　　長 

部長、課長 

課長、副課長 

副課長、担当長、副主幹 

主　　　査 

主　　　任 

副　主　任 

主事、技師 

（23.4.1現在） ■年齢層別職員数の状況 

年齢層 職員数（951人） 
56歳～　 　  
52歳～55歳 
48歳～51歳 
44歳～47歳 
40歳～43歳 
36歳～39歳 
32歳～35歳 
28歳～31歳 
24歳～27歳 
20歳～23歳 
20歳未満 

121人 
147人 
100人 
85人 
126人 
129人 
92人 
52人 
60人 
35人 
4人    

《
入
札
参
加
方
法
》 

　
市
役
所
案
内
所
、
管
財
課
、
各
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

に
設
置
す
る
「
市
有
財
産
売
払
い
参
加
案
内
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
書
類
を
そ
ろ
え
て
管
財

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
同
案
内
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

《
締
め
切
り
》 

　
12
月
14
日
貉
ま
で
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
必

着
） 

《
提
出
書
類
》 

蘆
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
お
よ
び
誓
約
書 

蘆
印
鑑
登
録
証
明
書 

蘆
住
民
票
の
写
し
（
個
人
）
ま
た
は
登
記
現
在
事
項

　
全
部
証
明
書
（
法
人
） 

《
入
札
執
行
》 

　
12
月
16
日
貊
午
前
10
時 

　
市
役
所
別
館
３
階
企
画
財
政
部
会
議
室 

※
入
札
後
、
た
だ
ち
に
開
札 

区分 

（注） 期末・勤勉手当は、国に準じて職制上
の段階、職務の級などによる加算措置
をしています。勤勉手当の支給割合は、
標準のものです。 
人事院勧告などにより、今後変更の場
合があります。 

（注） 平成22年度の退職手当の1人当たり
平均支給額は、2511万円です。退職
手当の支給割合は、新制度のものです。 

■期末・勤勉手当（23年度支給割合） 

6月期 

12月期 

計 

期末手当 勤勉手当 

●職員手当の状況 

 0.675月分 

 0.675月分 

 1.35月分 

 1.225月分 

 1.375月分 

 2.6月分 

区分 

■退職手当 

最高限度額 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

自己都合 勧奨・定年 

  59.28月分 

  30.55月分 

  41.34月分 

  59.28月分 

 

 59.28月分 

 23.5月分 

 33.5月分 

 47.5月分 

《入札予定市有地》 

郡家町字原３１５０番３、３１５３番１ 
宅地：６７１.１５㎡ 

[予定価格]  ２６,８４６,０００円 

郡家町字大林下３５２３番１ 
雑種地：１１５７.９９㎡ 

[予定価格]  ２９,７６０,３４３円 

飯野町東二字新田１７９８番４ 
雑種地：３２９.２７㎡ 

[予定価格]  １１,８５３,７２０円 
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丸亀市緑のまちづくり審議会委員 
委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など　　 

緑のまちづくりに関する施策の実施につ
いて調査、審議。 

応募方法 

応募資格 

市内に在住、または通勤か通学する20歳
以上の人で、緑のまちづくりに関心があ
り平日昼間の会議に出席できる人。ただ
し、市議会議員、市職員、２つ以上の市
の審議会に委嘱されている人は除く。 

①目的…障害のある人とない人と
　の共生社会を実現（第1条） 
②差別の禁止…障害者への差別や
　権利侵害をしてはならない。ま
　た、障害者への障壁を取り除く
　ため、過重でない範囲で出来る
　限りの配慮をしなければならな
　い（第4条） 
③国際的協調…第１条に規定する
　社会の実現は、そのための施策
　が国際社会における取り組みと
　密接な関係を有していることに
　鑑み、国際的協調の下に図られ
　なければならない（第5条） 
④国・自治体・国民の責務（第6
　～8条） 
⑤障害者週間…12月3日～9日と
　する（第9条） 
⑥基本計画など…国、都道府県、
　市町村は障害者の意見を聞いた
　うえで策定しなければならない
　（第10、11条） 

応募用紙に必要事項を記入し、｢後世に残
していきたい、育てていきたい丸亀の緑
について」をテーマに400字程度の作文
を添えて、都市計画課へ提出（郵送、フ
ァクス、直接持参、メールなど）。 

市役所受付、都市計画課、各市民総合セン
ターに設置。市ホームページでも入手可。 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して
選考（結果は全員に通知）。 

締め切り 平成24年１月５日貅必着 

問い合わせ 都市計画課（蘂24-8843、薨24-8866） 

任　　期 ２年（平成24年２月27日豺～平成26年２月26日貉） 

募集人員 ２人以内 

平成23年度 募集 審 議 会 等 委 員 税外収入の確保に向けて 
財政課 蘂24-8803

　市の収入となる税金以外で、皆さんに負担して

いただく使用料や手数料のことです。市政運営の

主な財源の一つになっています。 

　ここ数年、全国的に税外収入の未収金が増加し、

負担の公平性や財源の確保などが課題になってい

ます。市では４月、財政課内に債権管理担当を設

置し、税外債権の未収金に対する取り組みを開始

しました。 

　今後は、税金以外の収入管理にも一層の適正化を

図り、納付催告などに応

じられない人は、法令に

基づき対処するなど、未

収金対策を実施します。 

　皆さんのご理解、ご協

力をお願いします。 

税外収入って？ 

《
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か 

　
様
々
な
人
権
問
題
に
対
応
し
ま
す
》 

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
人

権
相
談
所
か
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

相
談
先
＝
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
（
薔
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１

　
０
）
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　
ン
（
蘂
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８

　
１
０
） 

《
四
国
一
斉
１２
時
間
電
話
人
権
相
談
》 

日
時
＝
12
月
５
日
豺
午
前
９
時
〜
午

　
後
９
時 

相
談
電
話
＝
（
薔
０
１
２
０
―
４
５

　
９
―
７
３
７
） 

相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

　
職
員 

今 年 か ら 

改正された 

「障害者基本法」 

施 行 

人　権　課 
蘂24-8811

日本の障がい者数日本の障がい者数 日本の障がい者数 

障害者白書平成23年版 

■身体障がい者  366万人 
■知的障がい者    54万人 
■精神障がい者  323万人 

●
１２
月
4
日
〜
１０
日
は
人
権
週
間 

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
、
国
際

連
合
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣

言
」を
記
念
し
、

国
際
的
な
人
権

基
準
を
定
め
た

期
間
で
す
。 

　
こ
の
宣
言
は
、

各
国
の
憲
法
や

法
律
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。 

●
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

　「
人
権
侵
害
な
ん
か
し
て
い
な
い
し
、

さ
れ
て
も
い
な
い
か
ら
関
心
が
な
い

…
…
」と
思
っ
て
い
る
人
。視
覚
障
が

い
者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
、
自

転
車
や
バ
イ
ク
が
停
め
ら
れ
て
い
た

り
、店
の
看
板
や
ゴ
ミ
袋
が
置
か
れ
た

り
し
て
い
る
の
を
見
掛
け
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
こ
の
よ
う
に
、

視
覚
障
が
い
者

に
と
っ
て
大
変

危
険
な
こ
と
が

無
意
識
の
う
ち

に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。一
人
一
人

が
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

一緒に考えよう 

改正のポイント 

蘆吉村　忠昭さん（飯野町） 

蘆倉本　清一さん（塩屋町） 

蘆原田　義郎さん（南条町） 

蘆鈴木紀美江さん（垂水町） 

蘆松野　幸子さん（郡家町） 

蘆宮　　茂和さん（田村町） 

蘆山地　英文さん（土器町） 

蘆松岡　靜男さん（川西町） 

蘆土岐　久和さん（綾歌町） 

蘆　木　益生さん（綾歌町） 

蘆大池　　充さん（飯山町） 

蘆三谷　清隆さん（飯山町） 

蘆常井美代子さん（飯山町） 

 

人権擁護委員の皆さん 

第31回市民のつどい人権週間講演会 

●日　時＝12月5日豺午後2時～3時半 
●場　所＝生涯学習センター3階ホール 
●講　師＝アイヌの解放運動家・宇梶静江さん 
●料　金＝無料 
●その他＝手話通訳あり 

「アイヌに生まれ 人間に生まれ 
　　     　  アイヌ（人間）に生きる」 

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は 

　
年
齢
、性
別
、身
体
的
状
況
な
ど
に

関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
使
用
で

き
る
製
品
や
環
境
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン 

　
障
が
い
者
差
別
の
禁
止 

　
８
月
５
日
「
障
害
者
基
本
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
法
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な

い
人
が
共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
障
が
い
者
差
別
を
禁
止
し

た
画
期
的
な
法
律
で
す
。
社
会
が
出

来
る
限
り
の
配
慮
を
行
う
こ
と
を
定

め
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
分
野
で
は
、

具
体
的
に
障
が
い
者
差
別
を
解
消
す

る
取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
法
律
改
正
の
背
景 

　
２
０
０
６
年
、
国
際
連
合
は
障
害

者
権
利
条
約
を
採

択
し
ま
し
た
。 

　
同
条
約
は
障
が

い
者
差
別
を
禁
止

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
推

進
な
ど
、
障
が
い
者
差
別
を
な
く
す

「
合
理
的
配
慮
」
を
締
結
国
に
義
務

付
け
た
も
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
日
本
で
は
条
約
締
結
の

環
境
整
備
づ
く
り
を
行
お
う
と
法
律

改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

　
介
護
や
雇
用
な
ど
の
配
慮 

　
医
療
や
介
護
、
教
育
、
療
育
、
職

業
相
談
、
雇
用
の
促
進
、
住
宅
、
公
共

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
項

目
で
、
障
が
い
者
差
別
を
防
ぐ
合
理

的
な
配
慮
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
け
が
や
病
気
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
た
め
、
障
が
い
者
の
人
権
問
題
は
ひ
と

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
も
し
自
分
な
ら
、
家
族
の
こ
と
な
ら
…
…
と
考
え
て
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。 

※ 

かんが 
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出産後の憂うつを乗り切って 
ハッピー　な育児ライフを送ろう！ 

89

　　　　　ママが出来ること 

　　　　　最初から完璧なマ

　　　　マはいません。格好悪 

　　　　くても、思い通りにな

　　　　らなくても大丈夫。あ

りのままの自分を認めて受け

入れることから始めましょう。 

　泣きたい時やつらい時、我

慢せずにその思いを話してく

ださい。家族や友人、保健師

やかかりつけ医など、あなた

が話しやすい誰かに話せば、

すっきりするものです。思い

を共有すれば孤独な気持ちか

ら解放されますよ。 

　出産前後のパパ・ママ・おじいちゃん・おばあちゃんが、産後のハッピーな育児ライフを送れるように、
また、周囲の人が妊産婦さんをココロやからだの面からサポートできるようにとの思いを込めて開催します。 
　育児は、喜びとともにちょっぴり不安を感じることもありますね。この講演を聞いて、ハッピーな育児ラ
イフのコツを一緒に学びましょう。 
日　時：12月10日貍午後2時半～4時 
場　所：ひまわりセンター4階（託児はありませんが、子どもと遊びながら話を聞いていただけます） 
講　師：さんあいクリニック　三谷理恵医師 
参加費：無料 
申し込み：不要 
その他：午後2時～2時半まで、田中幸子助産師による『出産前後の腰痛改善』についての、 
　とっておきの話もあります。 

パパが出来ること 

　ママは自分の 

ことや赤ちゃんのこ 

とで毎日大忙し。パ 

パ自身のことはもち 

ろん、家事や育児を進んでこ

なして、短くてもママが休め

る時間を作ってあげましょう。 

　ママの様子がおかしいなと

思ったら、優しく声を掛け、

話を聞いてください。「がんば

れ」と励ますのではなく「が

んばっているね」とママを認

めて、一緒に乗り切る態度を

見せてあげてください。 

 

 

 

夫婦で出来ること 

　「私は……だとうれしいな」

「私は……だと助かるわ」な

ど、自分の気持ちを声に出し

て相手に伝えましょう。そし

て、助けてくれたときは「あ

りがとう」の言 

葉を忘れずに。 

お互いが、良 

い気持ちで過 

ごせるポイン 

トです。 

　出産後のママは、心と体のバランスが崩れやすくなります。「食
欲が無い」「眠れない」「気分が落ち込む」など、つらい症状を
ひとりで抱え込んでいませんか。 
　そんな時は、パパはもちろん、家族や周りの人に支えてもらっ
て、素敵な子育てをスタートさせましょう。 

マタニティブルーズ 
　出産後のママには、感情が豊かになる「愛

情ホルモン」が出ています。このホルモンの

おかげで、赤ちゃんの小さな変化に気づくこ

とができるのですが、感情の起伏を抑えられ

なくなることがあります。多くのママが経験

しますが、1～2週間で自然に回復します。 

産後うつ 
　家事や育児ができない、つい悲観的になっ

てしまう……など、出産後１か月を過ぎても

精神的につらい症状が続いている。それは産

後うつかもしれません。 

　ママと赤ちゃんのためにも専門家に相談し

てみませんか。 

産後のココロとからだがラク～になる話 

健　康　課 
蘂24-8806

乗り切り作戦 乗り切り作戦 

蜻
寄
附
金
を
市
長
に
手
渡
す
橘
社
長 

蜻
歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
た
航
空
シ
ョ
ー 

市
長 

 

コ
ラ
ム
笊 

「丸亀パブリックチャリティゴルフ」寄附金寄贈式 
　10月30日に開催された「丸亀パブリックチャ
リティゴルフ」で集まった寄附金83万6250円
の寄贈式が市役所で行われました。「丸亀パブリ
ックチャリティゴルフ」は、中央開発株式会社に
よる旧丸亀市の市制施行100周年記念行事の一
環として平成11年に始まり、今年で13回目。
これまでに約1100万円を寄贈され、市の地域
福祉事業に役立てられています。 

盛大に行われた秋の恒例行事 
　2011菊フェスティバル「あやうたふるさとまつり」
がアイレックスで開催され、大勢の来場者でにぎわい
ました。今年で26回目を迎える祭りの初日は、焼肉パ
ーティーや和太鼓、色とりどりの菊花展など多彩な催
しが目白押し。最終日は、大勢の見物客に見守られな
がらのこども相撲大会やアクロバット航空ショーなど
が開催され、文化と食欲の秋の両方が楽しめる祭りに
なりました。 

蜷
馬
を
引
け
、い
ざ
出
陣
じ
ゃ
。
気
分
は
大
将 

10.23

11.2

歴史と文化と秋を満喫 丸亀城フェスタ2011 
　丸亀城フェスタ2011が、亀山公園を中心に行
われました。ゆるキャラ「京極くん」のお披露目や
鉄砲隊公開演舞、戦国武将に扮する記念撮影コーナ
ー、百人一首かるた大会、華道展、邦楽演奏会、菊
花展などを開催。また資料館では「天下人と戦国の
城　信長、秀吉、家康と高次」をテーマに講演会も
行われ、訪れた観客は「城下町丸亀」の歴史と文化、
秋を満喫していました。 

しろ 

10.29・30

　
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て 

　
10
月
20
日
、
こ
こ
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
石
巻
市
で
す
。
港
、
市

街
地
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
も
跡
形
も

無
く
な
り
、
ま
だ
あ
ち
こ
ち
に
、
が

れ
き
の
山
が
残
っ
て
い
ま
す
。
目
頭

が
熱
く
な
る
の
を
こ
ら
え
な
が
ら
、

鎮
魂
と
早
期
復
興
を
祈
り
、
手
を
合

わ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
い
将
来

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
地
震
な

ど
に
備
え
た
丸
亀
市
の
防
災
対
策
、

ま
た
、
安
全
と
危
機
管
理
に
努
め
る

こ
と
を
心
に
誓
い
つ
つ
、
厳
し
い
冬

を
迎
え
る
「
み
ち
の
く
」
を
後
に
し

ま
し
た
。（
20
謨
に
関
連
記
事
） 

　
今
月
号
か
ら
市
長
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
ま
す
。 

市長 
新井 哲二 

ふん 

ひ ろ め 



津
森
町
　
宮
武
　
讓
さん 

世
界
平
和

世
界
平
和
に
思
い
を
は
せ
る 

世
界
平
和
に
思
い
を
は
せ
る 

８１ 

　
96
歳
を
む
か
え
た
今
で
も
、

自
宅
近
く
の
畑
で
野
菜
作
り

を
楽
し
む
三
木
さ
ん
。
傍
ら

に
は
２
歳
に
な
る
ひ
孫
の
か

い
と
君
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ま
ね
を
し
て
土
い
じ
り
に

夢
中
で
す
。
「
ひ
孫
か
ら
元

気
を
も
ら
っ
て
る
気
が
す
る

な
あ
。
こ
の
子
が
大
き
く
な

る
ま
で
長
生
き
せ
な
い
か
ん

わ
」
と
明
る
く
笑
い
ま
す
。 

三
木
　
偕
太
さん 

（
金
倉
町
・
９６
歳
） 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筰 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

『
サ
ッ
カ
ー
は
楽
し
い
！
』 

　
昨
年
34
人
だ
っ
た
団
員
が
、

今
年
は
61
人
に
増
え
、
当
団
結

成
以
来
最
大
の
団
員
数
に
な
り

ま
し
た
。
全
学
年
が
大
会
に
参

加
で
き
、
逆
に
指
導
者
不
足
で

困
っ
て
い
ま
す
。 

　
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者

で
、
試
合
成
績
も
あ
ま
り
良
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
明

る
く
、
元
気
な
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
す
。 

　
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
と
で

き
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
は
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
え
る
指
導

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

〈
連
絡
先
〉
信
里
光
宏
（
垂
水
町
・

蘂
2
8
―
6
9
3
9
） 

垂
水
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
毎
年
、塩
屋
別
院
の
夏
祭
り
に
は
、

こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
兵

俘
虜
の
生
活
を
写
し
た
写
真
展
が
開

か
れ
ま
す
。 

　
か
つ
て
別
院
の
本
堂
に
は
、
ロ
シ

ア
兵
や
ド
イ
ツ
兵
の
俘
虜
が
、
そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
人
ほ
ど
収
容
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
塩
屋
の
人
た
ち
は
、

俘
虜
た
ち
に
も
故
国
で
帰
国
を
待
ち

わ
び
る
家
族
が
い
る
こ
と
を
考
え
、

温
か
い
気
持
ち
で
彼
ら
を
迎
え
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
小

学
校
日
誌
に
は
、
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
た

ち
を
運
動
会
に
招
待
し
た
と
い
う
記

録
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ
の

夏
の
校
区
探
訪
で
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
塩
屋
別
院
ま
で
歩
き
、
当
時

の
俘
虜
た
ち
の
生
活
を
偲
び
ま
し
た
。 

　
10
月
に
は
市
民
会
館
で
、
第
一
次

世
界
大
戦
を
描
い
た
作
品
「
青
島
要

塞
爆
撃
命
令
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。 

一
週
間
ほ
ど
の
戦
い
で
双
方
に
６
０

０
人
も
の
戦
死
者
が
出
た
ほ
ど
の
、

激
戦
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

　
塩
屋
別
院
は
、
私
た
ち
市
民
に
と

っ
て
世
界
平
和
や
人
類
愛
の
問
題
を

考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
、
絶

好
の
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ふ 

り
ょ 

ち
ん 

た
お 

し
の 

まち・むら・しま筧 

１０ １１ 

中府門近くに建てられた大鳥居（中府町） 

塩屋別院を探訪する「ろくごう夢くらぶ」の子どもたち 

田村池から青ノ山を望む 

か 

い 

た 

じ 

む
ら
む
ら 

は
い
は
い 

し 

ば
ん
ば
ん 

し
ん
し
ん 

も
と
も
と 

と
う
と
う 

の 

づ
か
づ
か 

か
ね
か
ね 

ら
ん
ら
ん 

が 

　
城
下
周
辺
の
村
々

　
城
下
周
辺
の
村
々 

土
居
村
居
村
　
鵜
足
郡
で
唯
一
丸
亀
藩

　
鵜
足
郡
で
唯
一
丸
亀
藩
領

と
な
っ
た
土
居
村
は
、
外
堀
か
ら
海

と
な
っ
た
土
居
村
は
、
外
堀
か
ら
海

へ
続
く
水
路
を
挟
ん
で
、
城
下
の
数

へ
続
く
水
路
を
挟
ん
で
、
城
下
の
数

町
と
隣
接
し
た
。
東
側
の
土
器
川
を

町
と
隣
接
し
た
。
東
側
の
土
器
川
を

挟
ん
で
、
高
松
藩
領
土
器
村
に
面
し

挟
ん
で
、
高
松
藩
領
土
器
村
に
面
し

た
た
め
、
藩
境
の
村
と
し
て
防
衛
上

た
た
め
、
藩
境
の
村
と
し
て
防
衛
上

重
視
さ
れ
、
土
器
川
の
渡
し
場
が
置

重
視
さ
れ
、
土
器
川
の
渡
し
場
が
置

か
れ
た
。

か
れ
た
。『
西
讃
府
志
』

西
讃
府
志
』に
は
、
中
世

に
は
、
中
世

亀
山
の
東
麓
に
あ
っ
た
土
豪
高
木
氏

亀
山
の
東
麓
に
あ
っ
た
土
豪
高
木
氏

の
屋
敷
を
土
居
構
と
称
し
た
こ
と
か

の
屋
敷
を
土
居
構
と
称
し
た
こ
と
か

ら
地
名
が
起
こ
り
、
ま
た
屋
敷
の
北

ら
地
名
が
起
こ
り
、
ま
た
屋
敷
の
北

側
（
川
下
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
下
土

側
（
川
下
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
下
土

居
（
下
土
井
）
と
も
呼
ば
れ
た
と
記

居
（
下
土
井
）
と
も
呼
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。
寛
永
国
絵
図
に
も
「
下

寛
永
国
絵
図
に
も
「
下

土
居
」
と
あ
り
、
津
郷
に
属
し
て
い

土
居
」
と
あ
り
、
津
郷
に
属
し
て
い

た
。
た
。『
西
讃
府
志
』

西
讃
府
志
』の
村
高
２
４
０
石

の
村
高
２
４
０
石

余
、
反
別

余
、
反
別
27
町
１
反
余
（
う
ち
畑

町
１
反
余
（
う
ち
畑
11

町
３
反
余

町
３
反
余
）、
家
数
３
５
８

、
家
数
３
５
８
、人
数
１

人
数
１

０
０
７
。
城
下
の
瓦
町
は
土
居
村
の

０
０
７
。
城
下
の
瓦
町
は
土
居
村
の

出
作
地
と
し
て
、
当
村
庄
屋
の
管
轄

出
作
地
と
し
て
、
当
村
庄
屋
の
管
轄

に
あ
っ
た
。

に
あ
っ
た
。 

 

中
府
村

中
府
村
　
城
下
の
西
で
南
条
町
や
農

　
城
下
の
西
で
南
条
町
や
農

人
町
、
地
方
村
に
隣
接
し
た
中
府
村

人
町
、
地
方
村
に
隣
接
し
た
中
府
村

は
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。
近
代

は
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。
近
代

に
入
っ
て
、
農
人
町
や
地
方
村
の
一

に
入
っ
て
、
農
人
町
や
地
方
村
の
一

部
を
吸
収
し
て
今
日
の
中
府
町
が
あ

部
を
吸
収
し
て
今
日
の
中
府
町
が
あ

る
。
当
地
の
景
川
に
あ
る
会
下
天
満

る
。
当
地
の
景
川
に
あ
る
会
下
天
満

宮
に
は
菅
原
道
真
が
祭
ら
れ
て
い
る

宮
に
は
菅
原
道
真
が
祭
ら
れ
て
い
る

が
、
仁
和
年
間

が
、
仁
和
年
間（
８
８
０
年
代

８
８
０
年
代
）、
当
、
当

時
讃
岐
国
司
で
あ
っ
た
道
真
が
風
景

時
讃
岐
国
司
で
あ
っ
た
道
真
が
風
景

を
め
で
、
役
所
を
建
て
た
こ
と
が
景

を
め
で
、
役
所
を
建
て
た
こ
と
が
景

川
や
中
府
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た

川
や
中
府
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
寛
永
国
絵
図

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
寛
永
国
絵
図

に
「
中
分
」
と
あ
り
、
那
珂
郡
柞
原

に
「
中
分
」
と
あ
り
、
那
珂
郡
柞
原

郷
に
属
し
て
い
た

郷
に
属
し
て
い
た
。『
西
讃
府
志

『
西
讃
府
志
』の

村
高
２
４
０
石
余
、
反
別

村
高
２
４
０
石
余
、
反
別
21
町
３
反

町
３
反

余（
う
ち
畑
１
町
３
反
余

う
ち
畑
１
町
３
反
余
）、
家
数
１

、
家
数
１

２
１
、
人
数
３
８
７
。

２
１
、
人
数
３
８
７
。 

　
農
人
町
の
南
詰
に
中
府
門
が
あ
り

　
農
人
町
の
南
詰
に
中
府
門
が
あ
り
、

丸
亀
・
金
毘
羅
街
道
が
こ
こ
で
伊
予

丸
亀
・
金
毘
羅
街
道
が
こ
こ
で
伊
予

街
道
と
分
岐
し
た
。
中
府
門
は
城
下

街
道
と
分
岐
し
た
。
中
府
門
は
城
下

の
西
南
部
の
入
口
で
あ
り
、
南
条
町

の
西
南
部
の
入
口
で
あ
り
、
南
条
町

や
農
人
町
を
通
っ
た
金
毘
羅
参
詣
客

や
農
人
町
を
通
っ
た
金
毘
羅
参
詣
客

は
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
金
毘
羅
さ
ん

は
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
金
毘
羅
さ
ん

に
向
か
っ
た
。
付
近
に
、
明
治
４
年

に
向
か
っ
た
。
付
近
に
、
明
治
４
年

（
１
８
７
１
年

１
８
７
１
年
）建
立
の
大
鳥
居
が
今

建
立
の
大
鳥
居
が
今

も
残
っ
て
い
る
。

も
残
っ
て
い
る
。 

             

山
北
村

山
北
村
　
城
下
の
南
で
地
方
村
に
隣

　
城
下
の
南
で
地
方
村
に
隣

接
し
た
山
北
村
の
南
側
は
藩
境
で
、

接
し
た
山
北
村
の
南
側
は
藩
境
で
、

高
松
藩
領
柞
原
村
と
接
し
た

高
松
藩
領
柞
原
村
と
接
し
た
。
『
西
『
西

讃
府
志
』
に
は
、
慶
長
７
年
（
１
６

讃
府
志
』
に
は
、
慶
長
７
年
（
１
６

０
２
年

０
２
年
）、も
と
那
珂
郡
柞
原
郷
の
地

も
と
那
珂
郡
柞
原
郷
の
地

に
城
下
か
ら
山
北
八
幡
宮
を
当
地
に

に
城
下
か
ら
山
北
八
幡
宮
を
当
地
に

移
し
、
寛
永

移
し
、
寛
永
19
年
（
１
６
４
２
年
）

年
（
１
６
４
２
年
）

に
山
北
村
と
命
名
し
た
と
あ
る
。
村

に
山
北
村
と
命
名
し
た
と
あ
る
。
村

高
３
８
８
石
余
、
反
別
３
８

高
３
８
８
石
余
、
反
別
３
８
町
７
反

町
７
反

余（
う
ち
畑
７
町
３
反
余

う
ち
畑
７
町
３
反
余
）、
家
数
１

、
家
数
１

５
０
、
人
数
４
６
０
。

５
０
、
人
数
４
６
０
。 

 

田
村
田
村
　
山
北
村
の
西
に
続
く
田
村
も

　
山
北
村
の
西
に
続
く
田
村
も

南
に
藩
境
で
柞
原
村
と
接
し
た
。
早

南
に
藩
境
で
柞
原
村
と
接
し
た
。
早

く
か
ら
村
と
し
て
独
立
し
、
寛
永
国

く
か
ら
村
と
し
て
独
立
し
、
寛
永
国

絵
図
に
既
に
「
田
村
」
と
記
さ
れ
て

絵
図
に
既
に
「
田
村
」
と
記
さ
れ
て

い
る
い
る
。『
西
讃
府
志

『
西
讃
府
志
』の
村
高
７
６
０

の
村
高
７
６
０

石
余
、
反
別

石
余
、
反
別
78
町
９
反
余
（
う
ち
畑

町
９
反
余
（
う
ち
畑

４
町
３
反
余

４
町
３
反
余
）、
家
数
１
３
０

、
家
数
１
３
０
、人
数
人
数

６
０
０
。
古
代
よ
り
開
か
れ
た
地
域

６
０
０
。
古
代
よ
り
開
か
れ
た
地
域

で
、
田
村
廃
寺
の
大
伽
藍
が
あ
っ
た

で
、
田
村
廃
寺
の
大
伽
藍
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
近
辺
か
ら
白
鳳
〜
天
平
時

と
さ
れ
、
近
辺
か
ら
白
鳳
〜
天
平
時

代
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
番
神
祠

代
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
番
神
祠

鳥
居
付
近
に
田
村
廃
寺
心
礎
と
伝
え

鳥
居
付
近
に
田
村
廃
寺
心
礎
と
伝
え

る
石
が
残
っ
て
い
る
。

る
石
が
残
っ
て
い
る
。
弘
安
年
間

弘
安
年
間（
１

２
７
０
〜
８
０
年
代
）
に
甲
斐
源
氏

２
７
０
〜
８
０
年
代
）
に
甲
斐
源
氏

の
一
族
秋
山
氏
が
居
館
を
構
え
、
法

の
一
族
秋
山
氏
が
居
館
を
構
え
、
法

華
寺
を
建
立
し
た
が
、
明
応
３
年
（
１

華
寺
を
建
立
し
た
が
、
明
応
３
年
（
１

４
９
４
年
）
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
、

４
９
４
年
）
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
、

三
野
郡
高
瀬
村
に
移
さ
れ
た
（
高
瀬

三
野
郡
高
瀬
村
に
移
さ
れ
た
（
高
瀬

大
坊
）
と
い
う
。
法
華
寺
跡
近
辺
に

大
坊
）
と
い
う
。
法
華
寺
跡
近
辺
に

塔
之
本
、
鐘
塚
な
ど
の
地
名
が
残
っ

塔
之
本
、
鐘
塚
な
ど
の
地
名
が
残
っ

て
い
る
。
番
神
祠
は
秋
山
氏
が
弘
安

て
い
る
。
番
神
祠
は
秋
山
氏
が
弘
安

年
間
に
讃
岐
に
建
立
し
た
六
番
神
祠

年
間
に
讃
岐
に
建
立
し
た
六
番
神
祠

の
一
つ
で
あ
る
。
田
村
池
は
田
村
廃

の
一
つ
で
あ
る
。
田
村
池
は
田
村
廃

寺
跡
地
に
築
か
れ
た
大
き
な
た
め
池

寺
跡
地
に
築
か
れ
た
大
き
な
た
め
池

で
、
周
囲

で
、
周
囲
15
町
に
及
ぶ
。

町
に
及
ぶ
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

出
典
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
丸
亀
か
ら

出
典
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
丸
亀
か
ら 

金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会

金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会 

 

　
城
下
周
辺
の
村
々 

土
居
村
　
鵜
足
郡
で
唯
一
丸
亀
藩
領

と
な
っ
た
土
居
村
は
、
外
堀
か
ら
海

へ
続
く
水
路
を
挟
ん
で
、
城
下
の
数

町
と
隣
接
し
た
。
東
側
の
土
器
川
を

挟
ん
で
、
高
松
藩
領
土
器
村
に
面
し

た
た
め
、
藩
境
の
村
と
し
て
防
衛
上

重
視
さ
れ
、
土
器
川
の
渡
し
場
が
置

か
れ
た
。『
西
讃
府
志
』に
は
、
中
世

亀
山
の
東
麓
に
あ
っ
た
土
豪
高
木
氏

の
屋
敷
を
土
居
構
と
称
し
た
こ
と
か

ら
地
名
が
起
こ
り
、
ま
た
屋
敷
の
北

側
（
川
下
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
下
土

居
（
下
土
井
）
と
も
呼
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
寛
永
国
絵
図
に
も
「
下

土
居
」
と
あ
り
、
津
郷
に
属
し
て
い

た
。『
西
讃
府
志
』の
村
高
２
４
０
石

余
、
反
別
27
町
１
反
余
（
う
ち
畑
11

町
３
反
余
）、
家
数
３
５
８
、人
数
１

０
０
７
。
城
下
の
瓦
町
は
土
居
村
の

出
作
地
と
し
て
、
当
村
庄
屋
の
管
轄

に
あ
っ
た
。 

 

中
府
村
　
城
下
の
西
で
南
条
町
や
農

人
町
、
地
方
村
に
隣
接
し
た
中
府
村

は
南
北
に
細
長
い
村
で
あ
る
。
近
代

に
入
っ
て
、
農
人
町
や
地
方
村
の
一

部
を
吸
収
し
て
今
日
の
中
府
町
が
あ

る
。
当
地
の
景
川
に
あ
る
会
下
天
満

宮
に
は
菅
原
道
真
が
祭
ら
れ
て
い
る

が
、
仁
和
年
間（
８
８
０
年
代
）、
当

時
讃
岐
国
司
で
あ
っ
た
道
真
が
風
景

を
め
で
、
役
所
を
建
て
た
こ
と
が
景

川
や
中
府
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
寛
永
国
絵
図

に
「
中
分
」
と
あ
り
、
那
珂
郡
柞
原

郷
に
属
し
て
い
た
。『
西
讃
府
志
』の

村
高
２
４
０
石
余
、
反
別
21
町
３
反

余（
う
ち
畑
１
町
３
反
余
）、
家
数
１

２
１
、
人
数
３
８
７
。 

　
農
人
町
の
南
詰
に
中
府
門
が
あ
り
、

丸
亀
・
金
毘
羅
街
道
が
こ
こ
で
伊
予

街
道
と
分
岐
し
た
。
中
府
門
は
城
下

の
西
南
部
の
入
口
で
あ
り
、
南
条
町

や
農
人
町
を
通
っ
た
金
毘
羅
参
詣
客

は
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
金
毘
羅
さ
ん

に
向
か
っ
た
。
付
近
に
、
明
治
４
年

（
１
８
７
１
年
）建
立
の
大
鳥
居
が
今

も
残
っ
て
い
る
。 

             

山
北
村
　
城
下
の
南
で
地
方
村
に
隣

接
し
た
山
北
村
の
南
側
は
藩
境
で
、

高
松
藩
領
柞
原
村
と
接
し
た
。
『
西

讃
府
志
』
に
は
、
慶
長
７
年
（
１
６

０
２
年
）、も
と
那
珂
郡
柞
原
郷
の
地

に
城
下
か
ら
山
北
八
幡
宮
を
当
地
に

移
し
、
寛
永
19
年
（
１
６
４
２
年
）

に
山
北
村
と
命
名
し
た
と
あ
る
。
村

高
３
８
８
石
余
、
反
別
３
８
町
７
反

余（
う
ち
畑
７
町
３
反
余
）、
家
数
１

５
０
、
人
数
４
６
０
。 

 

田
村
　
山
北
村
の
西
に
続
く
田
村
も

南
に
藩
境
で
柞
原
村
と
接
し
た
。
早

く
か
ら
村
と
し
て
独
立
し
、
寛
永
国

絵
図
に
既
に
「
田
村
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。『
西
讃
府
志
』の
村
高
７
６
０

石
余
、
反
別
78
町
９
反
余
（
う
ち
畑

４
町
３
反
余
）、
家
数
１
３
０
、人
数

６
０
０
。
古
代
よ
り
開
か
れ
た
地
域

で
、
田
村
廃
寺
の
大
伽
藍
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
近
辺
か
ら
白
鳳
〜
天
平
時

代
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
番
神
祠

鳥
居
付
近
に
田
村
廃
寺
心
礎
と
伝
え

る
石
が
残
っ
て
い
る
。
弘
安
年
間（
１

２
７
０
〜
８
０
年
代
）
に
甲
斐
源
氏

の
一
族
秋
山
氏
が
居
館
を
構
え
、
法

華
寺
を
建
立
し
た
が
、
明
応
３
年
（
１

４
９
４
年
）
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
、

三
野
郡
高
瀬
村
に
移
さ
れ
た
（
高
瀬

大
坊
）
と
い
う
。
法
華
寺
跡
近
辺
に

塔
之
本
、
鐘
塚
な
ど
の
地
名
が
残
っ

て
い
る
。
番
神
祠
は
秋
山
氏
が
弘
安

年
間
に
讃
岐
に
建
立
し
た
六
番
神
祠

の
一
つ
で
あ
る
。
田
村
池
は
田
村
廃

寺
跡
地
に
築
か
れ
た
大
き
な
た
め
池

で
、
周
囲
15
町
に
及
ぶ
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

出
典
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
丸
亀
か
ら 

金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会 

 

う 

た 

と
う 

ろ
く 

ぐ
ん 

せ
い 

さ
ん 

ふ 

し 

し
も 

ど 

つ
の 

の
う 

に
ん 

じ 

か
た 

な
か 

ぶ 

か
け 

か
わ 

に
ん 

な 

な 

か 

く 

ば
ら 

や
ま
の 

き
た 

え 

げ 

ご
う 

い 

ど 

い 

が
ま
え 

さ
く 

ち 

し
ゅ
っ 

か 

い 

た 

じ 

む
ら 

は
い 

し 

ば
ん 

し
ん 

も
と 

と
う 

の 

づ
か 

か
ね 

り
ゅ
う 

こ
ん
こ
ん 

り
ゅ
う 

こ
ん 

ら
ん 

が 



市民総合センターのご利用を 
　年末年始は、市民課の窓口が大変込み合ってご不便をおかけし
ております。 
　市民の皆さんには、綾歌・飯山市民総合センターでも、本庁の
市民課と同様のサービスをご利用いただけます。 
住民票や戸籍の証明発行、住民異動届など 
のお手続きに、ぜひご利用ください。 

◎市民課（蘂24-8810） 
◎■綾市民生活担当（蘂86-5510） 
◎■飯市民生活担当（蘂98-7953） 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせ・申し込みは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

月 月 月 1212121212 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

１２ １３ 

岩本病院 蘂28-6311  
□歯 　山下歯科医院（善通寺市）蘂62-0109 午前9時～正午 
子育て一日相談 飯野 ◯コ　蘂23-6397

4 日 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

9 金 

□内 　みやの外来クリニック 蘂25-2444  
□外 　まつねクリニック 蘂58-0511  
□歯 　金香歯科医院（善通寺市）蘂62-0282 午前9時～正午 

11日 

無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
離乳食講習　●綾 　午前10時～11時半  
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

13火 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 

15木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 

16金 3 土 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 

26月 栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

27火 
28水 
29木 
30金 

司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 

6 火 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

17土 

10土 

12月 

19月 
20火 

24土 

7 水 

人権相談 飯山北 ◯コ　午前10時～午後3時  
定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
障害者（児）相談■飯 　午前10時～11時半  
すこやか体操教室（肩こり）　●ひ 　午前10時～11時半 

18日 
□内 　篠原記念病院 蘂23-2205  
□内 　吉馴医院 蘂98-2012  
□整 　中山病院 蘂23-0231  
□歯 　すぎ歯科医院（善通寺市）蘂63-6480 午前9時～正午 

25日 
□内 　丸亀おのクリニック 蘂22-3902  
□内 　楠原内科医院 蘂86-3005  
□外 　笠井外科胃腸科 蘂23-4666 
□歯 　鈴木歯科医院（善通寺市）蘂62-0273 午前9時～正午 

2 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 金 

1 定例農家相談■飯 　午前9時～正午  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

5 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

21 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

23 □内 　三谷医院 蘂22-4719 
□整 　広瀬整形外科医院 蘂23-1641金 

31 □内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511  
□外 　田村クリニック 蘂22-8391

□内 　おおつか内科医院 蘂22-3667  
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-5496

土 

1 日 

8 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 木 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半 

14水 

岩本病院 蘂28-6311  
□外 　宮井内科医院 蘂98-70072 月 

□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□小 　おかだ小児クリニック 蘂58-07073 火 

1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

22木 

初
と
京
極
く
ん
の 

 

自
治
基
本
条
例 

教
室 

その3

  

初
　
京
極
く
ん
、
今
日
は
ご
機
嫌
ね
。

な
に
か
い
い
こ
と
あ
っ
た
？ 

 

京
極
　
よ
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
た
で
ご

ざ
る
！

実
は
、
10
月
の
丸
亀
城
フ
ェ

ス
タ
で
拙

者
の
お
披

露
目
が
あ

っ
て
、
拙

者
も
晴
れ

て
市
民
の

一
員
と
な

っ
た
の
で

ご
ざ
る
。 

 

初
　
そ
れ
は
良
か
っ
た
わ
ね
。
こ
れ

か
ら
市
民
と
し
て
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
を
良
く
し
て
い
か
な
き
ゃ
ね
。 

 

京
極
　
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
で
ご
ざ
る
。

市
民
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
、
市
を
ど

う
こ
う
し
よ
う
な
ん
て
、
考
え
た
こ

と
も
な
い
で
ご
ざ
る
よ
。
ち
ょ
っ
と

話
が
飛
び
す
ぎ
で
ご
ざ
る
。 

初
　
そ
う
…
…
。
じ
ゃ
、
自
治
基
本

条
例
を
見
て
み
て
。
せ
っ
か
く
私
た

ち
は
市
民
と
し
て
市
政
に
※

参
画
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
だ
し
、
と

き
ど
き
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
る

の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。 

 

京
極
　
そ
う
で
ご
ざ
る
な
ぁ
。
で
も

み
ん
な
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
る
で

ご
ざ
る
か
？ 

 

初
　
去
年
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た

ら
、
こ
の
条
例
を
知
ら
な
い
人
は
約

55
％
だ
っ
た
の
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は

こ
の
条
例
を
知
っ
て
、
興
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
で
も
始
め
て
ほ
し
い
わ
。 

 

京
極
　
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

っ
て
言
わ
れ
て
も
、
や
り
方
が
わ
か

ら
な
い
で
ご
ざ
る
よ
。 

 

初
　
た
と
え
ば
、
住
ん
で
る
地
域
で

の
助
け
合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

審
議
会
へ
の
参

加
な
ど
も
ま
ち

づ
く
り
の
方
法

の
ひ
と
つ
よ
。

詳
し
く
は
次
の

お
話
で
ね
。 

せ
っ 

ろ 

め 

し
ゃ 

ひ 

さ
ん 

か
く 

市役所代表 蘂23-2111

●市役所の窓口 
　12月29日貅から平成24年１月３日貂まで休みで

す。ただし、出生・死亡・婚姻など戸籍の届け出

は、市役所、各市民総合センターの守衛室で受け

付けます。 

●ごみの持ち込み 
　クリントピア丸亀では、12月23日豢および26日

豺から30日貊までの午後１時～４時に受け付けま

す。年始は１月４日貉から。詳しくは、クリント

ピア丸亀（蘂56-1144）へ。 

●粗大ごみ収集 
　年内に収集を希望する人は、12月19日豺までに

受付専用電話（蘂58-7455）に申し込み。 

●し尿くみ取り 
　年内にくみ取りを希望する人は、12月19日豺ま

でにクリーン課（蘂58-7453）に申し込み。年始

は１月４日貉から。 

※資源ごみの持ち込みは、午後4時までです。 

施　設　名 
市役所、本島・広島市民センター 
綾歌・飯山市民総合センター 
ひまわりセンター 
綾歌・飯山保健福祉センター 
市民会館、生涯学習センター 
飯山総合学習センター 
東小川児童センター 
クリーンセンター丸亀※ 
アイレックス 

資料館 

中央図書館 

市民体育館、サン・ビレッジ土器川 
飯山総合運動公園 
湯舟道 

２８日貉まで 1月4日貉から 

２７日貂まで 1月5日貅から 

1月4日貉から 

３０日貊まで 1月2日豺から 

２７日貂まで 1月4日貉から 

年　末 年　始 

■年末年始の燃えるごみ収集日 
収 集 地 区 
月・木、飯山地区 
火・金、綾歌地区 
本島・広島地区 

１２月最終 1月最初 

２９日貅 
３０日貊 
２８日貉 

5日貅 
6日貊 
4日貉 

年末年始の業務案内 

12月10日貍から 
資料整理のため休館 

1月10日貂から 12月12日豺から 
空調工事のため休館 

※市の意思形成過程や実施に関与すること。「参加」より関与の度合いが強く、責任ある役割を担う。 

市
民
参
画
で
ま
ち
づ
く
り
の
巻 



12月 

中讃ケーブルビジョン 
１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  154件 

死　者  2人 

負傷者  208人 （納期は12月10日～12月27日） 

固定資産税/3期分 
介護保険料/5期分 

国民健康保険税/5期分 
後期高齢者医療保険料/6期分 

救 急 出 動  379件 

火災の発生  2件 

人　口 110,693人（＋35） 
　男　  53,755人（＋38） 
　女　  56,938人（－ 3） 
世帯数　43,458世帯（＋30） 

資料館休館のお知らせ 
12月10日貍から平成24年 
1月3日貂まで資料整理のた 
め休館します。 

蘂22-5366資料館だより 

12月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 
※12月10日～13日の蒲郡ナイター場外はリレー発売 

※日程が変更になる場合があります 

年末ファン感謝 
ゴールデンカップ 

ＧⅠ第55回 
四国地区選手権競走 

Ｘ'mas 
ナイトカップ 市長杯 丸亀開催 

（ナイター） 

デイ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

GⅠ第5555回近畿地区選回近畿地区選 
（尼崎尼崎） 

GⅠ第55回近畿地区選 
（尼崎） 

ＧⅠ第58回九州地区選 
（福岡） 

一般競走 
（鳴門） 

一般競走一般競走 
（浜名湖浜名湖） 
一般競走 
（浜名湖） 

ＳＧ第26回 
賞金王決定戦（住之江） 

ＧⅠ第55回中国地区選 
（宮島） 

ＧⅢ女子リーグ戦 
（尼崎） 

3029282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14
木 

131211
日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 水 土 金 木 日 土 祝 木 水 火 月 水 

31
木 金 土 火 月 

10987654321

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで） 

〈次回の展覧会のお知らせ〉 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

猪熊弦一郎展 

ミモカは平成24年2月3日貊まで 
施設改修工事のため休館します。 

平成24年2月4日貍～3月4日豸 

ミモカが所蔵する猪熊弦一郎の作品の
中から、紙に描かれた楽しい作品をご
紹介します。 

12月3日貍午後6時開演 
あったかマルシェ、市民会館玄関前庭園のイル 
ミネーション点灯式、各種パフォーマンスなど 
 

平成24年1月29日豸午後2時開演 
演奏＝丸亀シティフィルハーモニック 
　　　オーケストラ 
指揮＝守山俊吾 
●入場料＝一般2000円ほか（全席自由席） 

市民が主役の舞台芸術 

発表・冬の祭典オープニングコンサート 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

市の動き（11月1日現在）前月比 交通事故（10月） 救急・火災件数（10月） 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

ご来場ください 

12月17日貍発売開始 

好評発売中 

《市民会館》 

１４ １５ 

まるがめクラシックギャラリーコンサート 
オペラ「ヘンゼルとグレーテル」全幕上演 

第10回 

え と たつ 

　生涯学習センターから 
●かりんさんの創造教室 
　ふしぎの自分カレンダー作り 
■時12月11日豸午後1時半～3時半 
■所同センター5階音楽室 
■対小中学生 
■定20人 
■料500円 
■他山田果林さんによる教室 
●人形劇シャオトンのぼうけん 
■時12月3日貍午後2時～3時10分 
■所同センター3階ホール 
■定200人 
■料前売り300円、当日500円 
■他とらまる人形劇団の人形劇 
●お母さんと子どもに贈る 
　おもちゃのピアノのハーモニー 
■時12月18日豸午後 
　6時～6時半 
■所同センター 
　１階ロビー 
■対小学校低学年まで 
　の子どもと保護者 
■料無料 
■他田村真穂さんによる演奏 
●冬に向けての元気な体づくり講習 
■時12月26日豺、28日貉午前10時
　～11時半 
■所同センター5階小ホール 
■定15人 
■料500円 
■申同センター 蘂23-1091 
 
 

　確定申告における障害者控除 
　要介護1以上で一定条件を満たし
ながら、心身障害者手帳の交付を受
けていない高齢者を介護している人
は、確定申告で障害者控除を受けら

れる場合があります。 
■問高齢者支援課 蘂24-8831 

　日本年金機構から 
　「街角の年金相談センター高松」を
開設しました。ぜひご利用ください。 
受付時間＝午前8時半～午後5時15
　分（土・日、祝日、12月29日～1
　月3日を除く） 
■所高松市鍛冶屋町3香川三友ビル5階 
予約＝蘂087-811-6020（電話で
　の相談は不可） 
■他年金手帳や年金証書、振込通知書
　などと本人確認ができるものを持
　参（代理人の場合は委任状と本人
　確認ができる書類を持参） 
■申日本年金機構高松西年金事務所蘂  
　087-822-2840 

　自治会に入ろう 
　自治会は、地域の問題を協力して
解決し、「安全で安心な住みよいま
ちづくり」
を目指して
様々な活動
をしていま
す。自治会
への加入・設立は、近隣の自治会長、
各コミュニティセンターか地域振興
課へ。 
■問地域振興課 蘂24-8809 

　平成24年成人式 
■時平成24年1月9日豢午前9時半開 
　場、10時半式典開始 
■所市民会館 
■対平成3年4月2日から平成4年4
　月1日生まれの人（市内に住所が
　ある人には12月中旬に案内状を
　郵送。市外に住所のある人も参加
　可） 

■他詳しくは案内状か市のホームペー
　ジをご覧ください。 
■問地域振興課 蘂24-8809 

　保育所新入所児 
　新年度の保育所新入所児の申し込
みを受け付けます。 
蘆市役所＝平成24年1月6日貊～13 
　日貊（土・日、祝日を除く） 
蘆◯綾＝1月16日豺 
蘆飯山北◯コ＝1月17日貂 
■他入所申込書は12月1日貅以降に子 
　育て支援課、各市民総合センター、
　各保育所（園）に設置します。詳
　しくは広報1月号をご覧ください。 
■問子育て支援課 蘂24-8808 

　お城の落ち葉を差し上げます 
　丸亀城内の清掃な 
どで集めた落ち葉を 
配布します。堆肥な 
どに利用していただ 
くことで、ごみの減 
量化や地球温暖化防 
止につながります。 
■問都市計画課 蘂24-8843 

　学校給食物資納入業者 
　登録申請の受け付け 
　平成24年度の学校給食物資納入業
者の登録申請を受け付けます。今回
の登録で24年度と25年度の2年間
有効です。 
受付期間＝平成24年1月4日貉～20
　日貊（土・日、祝日を除く） 
■対①信用状況、衛生状況、供給能力
　などの条件を満たしている業者 
　②給食で使用できる野菜を相当規
　模で作っている農家 
■問中央学校給食センター内の丸亀市
　学校給食会 蘂98-1275 
 

ＧⅠ第57回東海地区選 
（蒲郡） 

猪熊弦一郎《美しき雑音》 1980年 
狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 

12月18日豸午後2時開演 
演奏＝瀬戸フィルハーモニー交響楽団 
指揮＝松岡究 
独唱＝渡辺理香（ソプラノ）、坂東宏美（アルト） 
　　　行天祥晃（テノール）、田中雅純（バリトン） 
●入場料＝一般2000円（自由席） 
　　　　　高校生以下1000円（自由席） 

平成24年1月28日貍午後6時開演 
●入場料＝6500円ほか（全席指定席） 

丸亀ドイツ兵俘虜楽団の足跡を辿る音楽フェスト 

2011まるがめ第九演奏会 好評発売中 

《アイレックス》 

T.M.Revolutionコンサート 

ふ りょ たど 

　丸亀ボートレース場のテナント 
　平成24年度にオープンする新施設
での飲食系テナントを募集します。
詳しくは丸亀ボートレース場案内所
で配布する募集要項をご覧ください。 
　市ホームページ、丸亀ボートレー
スホームページからもご覧いただけ
ます。 
■申12月20日貂までに、競艇事業部経
　営課総務担当 蘂23-5141 
 
 
 
 
 

　骨盤ダイエット 
■時毎月第1・3金曜午前10時半～11
　時半 
■所飯山総合学習センター2階研修室 
■対大人（子どもと参加可） 
■料1000円（月2回） 
■他大森健介・大森聖也さんによる指
　導。運動しやすい服装、タオル、 
　飲み物持参 
■問飯山総合学習センター 蘂98-3319 

　国際交流クッキング参加者 
　料理を通して地域の外国人と交流

　してみませんか。 
■時12月11日豸午前10時～午後2時 
■所ひまわりセンター3階調理講習室 
■定10人（申込順） 
■料1000円(材料費) 
■他エプロン、タッパー、筆記用具、
　ふきん持参 
■問国際交流協会 蘂56-1771 
 
 

　児童館から 
●クリスマス会 
■時12月11日豸午前10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定50人 
■内香川短期大学の 
　生徒とクリスマ 
　スを楽しもう 
■料無料 
●くまさんの小物入れ作り 
■時12月24日貍、25日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■定各10人 
■内ペットボトルに毛糸とフェルトで
　飾り付ける小物作り 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 

　エコ丸工房へ行こう 
●牛乳パックを使って年賀状を作ろう 
■時12月17日貍午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定5人・5組 
■他牛乳パック2個、折り紙など持参 
●古布講座「干支飾り 辰」 
■時12月18日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 

■定10人 
■料200円 
●自転車の点検修理体験 
■時12月18日豸午前 
　10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定2人 
■他自転車、軍手持参 
●木工講座「干支の置物を作ろう」 
■時12月18日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定10人 
■料200円 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時12月18日豸、25日豸（要予約） 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円（要予約） 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　市少年団体連絡協議会から 
●亀っ子ドンドン 
■時平成24年2月18日貍午前9時～
　午後4時 
■所飯山総合運動公園 
■対市内少年団体に加
　入している小学生
　（ドッジボールの
　み、市内在住小学
　生は誰でも参加可） 
■内ドッジボール、雪合戦、バザー、
　クラフトなど 
■申12月1日貅～28日貉までに、同協
　議会 蘂24-8809 
●同協議会研修会 
■時12月6日貂午後7時～8時半 
■所ひまわりセンター4階研修会議室 
■内丸亀少女の家元院長・中野レイコ
　さんによる「子どもの健やかな成
　長を願って」講演会 
■問同協議会 蘂24-8809

募 集  
催 し  

お 知らせ 

電話投票番号／15＃ 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500 太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

ＴＥＬ0877-58-4144
当事務所は皆様の身近な法律家です。お客様を全力でサポート致します！ 

司法書士・行政書士・土地家屋調査士 

高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠 事務所 無料相談 
受付中！ 

蘆破産・債務整理 蘆過払い金返還請求 

蘆売買・相続・贈与による名義変更 蘆遺言・会社設立 

蘆土地測量・分筆・建物登記 蘆建築業許可・農地申請 

丸亀市土居町二丁目6番5号 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
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図
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■問
丸
亀
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
事
務
局

　
（
蘂
2
2
―
6
6
1
7
） 

 

城
西
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封 

　
創
立
百
周
年
時
在
校
生
の
皆
さ
ん

「
１０
年
後
の
自
分
」
に
宛
て
た
手
紙

を
取
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

■時
平
成
２４
年
1
月
2
日
豺
午
前
１０
時 

■所
同
小
学
校
体
育
館
南
側 

■対
平
成
１３
年
度
在
校
生
全
員 

■問
創
立
百
周
年
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・ 

　
四
ノ
宮
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
1
5
 

　
7
2
―
0
7
6
2
） 

藤
高
冬
の
ま
つ
り
2
0
1
1 

■時
１２
月
１８
日
豸
午
後
1
時
開
演
（
午

　
後
0
時
半
開
場
） 

■所
藤
井
高
等
学
校
ユ
リ
ー
カ
ホ
ー
ル 

■内
同
校
の
音
楽
部
と
響
舞
連
に
よ
る

　
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
、
ア
ニ

　
メ
ソ
ン
グ
の
演
奏
な
ど 

■料
無
料 

■問
同
校
・
松
尾
さ
ん
（
蘂
2
2
―
2 

　
3
2
8
） 

 

平
成
２３
年
度
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ 

■時
１２
月
4
日
豸
午
前
9
時
〜
午
後
3
時 

■所
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど 

■内
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
、
縫
製
、

　
写
真
撮
影
な
ど
１２
種
目 

■料
無
料 

■問
香
川
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
7
―
8
1
3
―

　
2
0
5
1
） 

 

視
覚
障
害
者
の
た
め
の 

便
利
グ
ッ
ズ
体
験
会
・
生
活
相
談
会 

■時
１２
月
6
日
貂
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
会
議
室
3 

■内
「
音
声
読
み
上
げ
拡
大
読
書
器
」

　
や
日
常
生
活
の
不
便
さ
を
軽
減
す

　
る
雑
貨
な
ど
を
展
示
。
生
活
相
談

　
会
あ
り 

■料
無
料 

■問
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
0
8
7
―
8
1
2
―
5
5
6
3
）、

　
相
談
支
援
事
業
所
・
野
の
花
（
蘂

　
9
8
―
3
9
4
5
） 

 

水
墨
画
丹
頂
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
会 

■時
１２
月
１９
日
豺
〜
２８
日
貉 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー 

■内
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
作
品
約

　
４０
点
を
展
示 

■問
木
戸
さ
ん（
蘂
2
2
―
7
0
0
3
） 

 

丸
亀
市
民
吹
奏
楽
団 

第
３８
回
定
期
演
奏
会 

■時
１２
月
１１
日
豸
午
後
2
時
開
演
（
午

　
後
1
時
半
開
場
） 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■料
1
0
0
0
円
、
5
0
0
円
（
中
高

　
生
） 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

■問
事
務
局
・
白
井
さ
ん
（
蘂
薨
2
2 

　
―
9
5
5
1
） 

   

放
送
大
学
4
月
生 

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て 

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
締
め
切
り
＝
平
成
２４
年
2
月
２９

　
日
貉 

■他
資
料
無
料
送
付 

■問
同
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
（
蘂

　
0
8
7
―
8
3
7
―
9
8
7
7
） 

 

緑
地
保
全
管
理
講
習（
剪
定
講
習
） 

■時
平
成
２４
年
1
月
１６
日
豺
〜
２５
日
貉

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時 

■所
ふ
じ
み
園
（
飯
山
町
） 

■対
５５
歳
以
上
で
就
職
、
就
業
を
希
望

　
す
る
人 

■定
２０
人 

■内
剪
定
の
方
法
と
技
術
。
樹
木
の
手

　
入
れ
な
ど 

■料
無
料 

■申
１２
月
２２
日
貅
ま
で
に
、
市
シ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蘂
2
3
―
6 

　
2
1
5
） 

 

市
民
会
館
・
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
2
0
1
1
ま
る
が
め
第
九 

プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト 

■時
１２
月
１１
日
豸 

　
午
後
2
時 

■所
本
願
寺
塩
屋
別 

　
院(

塩
屋
町) 

■内
講
演
、
パ
ネ
ル 

　
展
、
俘
虜
楽
団 

　
ゆ
か
り
の
楽
曲 

　
演
奏
、
有
志
に
よ
る
第
九
合
唱 

■料
無
料 

■問
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ 

　
真
剣
な
交
際
、
結
婚
を
目
的
と
す

る
男
女
を
募
集
し
ま
す
。 

■時
平
成
２４
年
1
月
１４
日
貍
午
後
6
時 

　
〜
9
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
２５
歳
〜
４５
歳
の
男
女 

■定
男
女
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円
（
男
性
）
、
2
0
0
 

　
0
円
（
女
性
） 

■申
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8 

　
0
0
） 

 

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園 

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

■時
平
成
２４
年
1
月
8
日
豸
、
9
日
豢

　
午
前
１１
時
開
始 

■所
同
公
園
（
ま
ん
の
う
町
） 

■対
1
周
2
誅
を
完
走
で
き
る
人
（
目

　
が
不
自
由
な
人
も
伴
走
者
が
い
れ

　
ば
可
） 

■定
各
日
2
5
0
チ
ー
ム
（
申
込
順
） 

■内
4
〜
１０
人
で
4
2
・
1
9
5
誅
を

　
完
走
す
る
競
技 

■他
走
る
順
番
や
１
人
何
周
走
る
か
は

　
自
由
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
時
募
集 

■料
大
人
3
0
0
0
円
、
中
学
生
以
下

　
1
5
0
0
円 

■問
同
公
園
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

　
務
局
（
薔
0
1
2
0
―
8
4
6
―

　
5
9
8
） 

 

混
声
合
唱
団
「
響
」 

■時
毎
週
土
曜
・
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■問
斎
藤
さ
ん
（
蘂
0
8
7
―
8
7
4

　
―
6
2
2
8
） 

 

き
ょ
う 

せ
ん 

ふ 

り
ょ 



宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

ＴＥＬ0877-24-0813 FAX0877-24-8715

簡易裁判訴訟代理等関係事務認定事務所 
香川県リーガルサポート会員（成年後見関係） 

【司法書士、土地家屋調査士、行政書士】   代表者  松岡　修 

松岡法務総合事務所 

笊お客様の話をじっくり聞くようにしています。 
笆お客様の立場に立って仕事に取り組むようにしています。 
笳お客様が安心して暮らせるよう、仕事に誠実に取り組むようにしています。 
笘どんな些細なことにも真剣に取り組むようにしています。 

〒762-0032 丸亀市城西町一丁目6番7号 
丸亀高校西側県道沿い（武道館北側） 

モ
ッ
ト
ー 

不動産登記（測量、相続・遺言関係など） 

会社、法人登記（設立など） 債務整理、過払い金関係など 

裁判事務関係など 成年後見関係 相談業務 

第1期  12/25（日）～29（木） 
第2期  平成24年 
　　　　1/4（水）～6（金）、 
　　　　　8（日）、9（祝） 

第1期  12/26（月） 
　　　　　　　～28（水） 
第2期  平成24年 
　　　　1/4（水）～6（金） 

水泳水泳は護身術護身術！ 

身を護り、体も心も 
鍛え鍛えます 

水泳は護身術！ 

身を護り、体も心も 
鍛えます 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

健
康
課 

蘂
2
4
―
8
8
0
6

●丸亀城で京極く
んに遭遇。ゆるキ
ャラＧＰで上位に

入るくらい有名になったらいいな～
（くぅちゃん）●今年も残すところ
あと１か月。寒い冬でもジョギング
をがんばるぞ☆（凛）●お正月の楽
しみは「年明けうどん」と「あんもち
雑煮」。これじゃ来年もやせないなぁ
（もり）●友人の誘いで讃岐富士登山
を始めました。伝説の巨人「おじょ
も」に会えれば至極愉快（中年明） 
 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

健
康
じ
ゅ
く
！ 

免
疫
力
ア
ッ
プ
で 

冬
を
元
気
に
乗
り
切
ろ
う 

　
い
よ
い
よ
冬
本
番
。
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
12
月
は
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く

な
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
試
験
を
控

え
た
受
験
生
に
と
っ
て
も
大
事
な
時
期

で
す
。
ま
た
年
末
年
始
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
お
正
月
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
普
段
か
ら
免
疫
力
ア
ッ

プ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
免
疫
力
と
は 

　
免
疫
と
は
体
の
「
防
御
反
応
」
の
一

つ
で
す
。
私
た
ち
の
体
に
は
様
々
な
種

類
の
病
原
体
が
侵
入
し
、
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

が
侵
入
し
た
と
き
、
体
を
防
御
し
よ
う

と
す
る
仕
組
み
が
「
免
疫
」
で
す
。
免

疫
が
正
し
く
働
く
お
か
げ
で
、
私
た
ち

は
病
気
に
な
っ
て
も
回
復
し
た
り
、
病

気
に
な
る
前
に
予
防
で
き
た
り
し
ま
す
。 

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活 

　
食
事
は
、
免
疫
力
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
し
っ
か
り
と
る
事
で
、
免
疫
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。 

●
適
度
な
運
動 

　
日
ご
ろ
か
ら
適
度
な
運
動
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
免
疫
細
胞
が
活
発
に
働
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
効
果
的
で
す
。 

●
質
の
良
い
睡
眠 

　
睡
眠
時
間
が
不
足
す
る
と
、
免
疫
細

胞
の
活
性
が
低
下
し
、
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
免
疫
力
を
上
げ
る

に
は
、
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
事
が
大

切
で
す
。
15
分
程
度
の
昼
寝
で
も
免
疫

力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

●
ス
ト
レ
ス
の
解
消 

　
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
細
胞
の
大
敵
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
感
じ
た
ら
、

早
目
に
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
笑
う 

　
笑
う
と
脳
の
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
免

疫
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
毎
日
笑

顔
を
心
掛
け
、
笑
う
機
会
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。 

 
●おはなし会 
飯山＝12月10日貍  
　　　午後2時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝12月4日豸  
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ブックスタート 
　（3か月健診時） 
蘆ひまわりセンター＝12月 
　2日貊、6日貂  
蘆飯山総合保健福祉センタ
　ー＝12月9日貊  

　中央図書館より　 
　　　お知らせ 

　12月12日豺～平成

24年1月9日豢は、

空調工事のため休館

します。この期間は、

綾歌・飯山図書館で

の貸し出し、閲覧を

お願いします。 

　なお中央図書館は、

現在空調を停止して

います。来館の際は、

防寒対策を十分に整

えてお越しください。 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　12日～平成24年1月9日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　5日、19日、23日、26日、28日～平成24年1月4日 

『挿絵画家アーサー・ラッカムの世界2』 
（新人物往来社） 

　「グリム童話集」から「マザー・グース」「クリスマス・キャロル」
まで、童話挿絵の巨匠アーサー・ラッカムの作品140点を、物語
のあらすじとともに紹介する。 

『妖精の帽子、おゆずりします。』 
あんびるやすこ・作 （PHP研究所） 

『重ね煮だからすごくおいしい』 
梅　和子・著 （家の光協会） 

切って重ねて煮るだけで、だしナシでも、うまみたっぷり！いいこと
ずくめの調理法「重ね煮」で作る野菜レシピやアレンジ自在のレシ
ピ、材料2～3品でできる小さなおかずなどを紹介します。 

ハルカおばさんがいま作っているドールハウスは「ぼうし屋さん」。ところが、
そのウインドーに飾る「とっておきのぼうし」だけが、いくつ作っても気にい
らないというのです。こうして余ってしまったぼうしをもらったミユは……。 

12月の休館日 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　5日、12日、19日、23日、26日、28日～平成24年1月4日 

 日本女子サッカーの 
ルーツ探しにご協力ください！！ 

「大正大正なでしこ」 「大正大正なでしこ」 「大正なでしこ」 

資 料 募 集 　ワールドカップの優勝で日本中の注目を集める女子サッカー「な

でしこジャパン」。そのルーツとも思える古い写真が資料館で発

見されました。 

　丸亀高等女学校（現在の県立丸亀高校）が大正期に発行した絵

葉書セットの一部です。大正時代の「なでしこ」たちが、はかま

姿で楽しそうにボールを追い掛けています。 

　県立丸亀高校創立80周年記念文集「想い出」（昭和48年発行）

には、大正9年の卒業生が「フットボールがすきで、いつも力い

っぱい足でとばしておりましたので……大根足になりまして笑わ

れました。」と当時の思い出が綴られています。 

　大正時代、サッカーに夢中になっていた女学生の姿が目に浮か

びますね。 

　市では大正時代の「なでしこ」の資料を募集しています。当時の丸

亀市や丸亀高等女学校のサッカーにまつわる資料を探しています。写

真や日記など何でも結構です。ぜひご連絡ください。 

　資料をお持ちの人は、郵送かメールで①住所②氏名③電話番号④資

料の種類（写真、日記、手紙など）⑤メールアドレスをお知らせください。 

〒763-0053 金倉町924番地１（丸亀市民体育館内） 
　　　　　　　丸亀市生活環境部スポーツ推進課 
蘂24-1392 薨24-1309 
メールアドレス sports-k@city.marugame.lg.jp

胃がん検診で、早期発見・早期治療を 
　胃がんは、日本で最も死亡率の高いがんでしたが、現在は検
診による早期発見・早期治療が進み死亡率が低下しています。 
　平成22年度に市が行った胃がん検診の年齢別の受診率は、
40歳代が全体の10％、50歳代が14％で、特に働く世代であ
る男性の受診率が少ないという結果でした。 
　胃がんは、早期に発見し治療することで90％以上が完治でき
る「治る病気」です。いつまでも健康で自分らしい生活を送る
ために、胃がん検診を受けましょう。 
◎集団がん検診＝10月から3月まで後期日程実施 
◎医療機関でのがん検診＝12月末まで実施（診療時間内） 
　詳しくは、市ホームページ内「まるがめ健康だより」をご覧
いただくか、健康課（蘂24-8806）へ。 

ボールを追い掛ける大正時代の「なでしこ」たち 

つづ 

※県立丸亀高校同窓会と株式会社カマタマーレ讃岐にもご協力をいただいています。 

丸亀ELF女子ＦＣ 



シクラメン シクラメン 

花の少ない冬の花壇を彩る花として
有名です。花と球根の形が特徴的な
ことから、和名を「篝火花」や「豚の
饅頭」といいます。（丸亀市民ひろば） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

危機管理課長　駒松　智則　 

大自然の脅威 
「減災」のまちづくりへ 

災害災害の
時 

市長市長ら
が被災

地被災地
を訪問訪問

 

笘 

災害の
時 

市長ら
が被災

地を訪
問 

笘 

　10月19日～21日、東

日本大震災の被災地（石巻市ほか）

を市長と職員３人が訪問しました。 

（８詆に関連記事） 

優しく、元気な男の子に 
育ってね。大好きだよ螢 

寺　主　彩　乃ち
ゃ
ん 

てら 

かがり び 

じゅう まん 

ばな 

じ の 

（H22.4.16生） 
田 村 町  

あのスマイル螢は  
家族みんなの元気の源☆ 

あ 

吉　田　浩　亮ち
ゃ
ん 

よし だ すけ こう 

（H22.5.14生） 
津 森 町  

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 
★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 
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　震災から７か月、仮設住宅

への入居や災害ごみの除去は

少しずつ進んでいますが、いまだに避難所生活の

人もたくさんいます。 

　被災地を目の当たりにして、あの日、あの時ど

う行動したのか、また再生にどう立ち向かうのか、

胸が締め付けられます。 

　人間は、災害は力で抑えられると信じていまし

たが、想像を絶する自然の力によって、その自信

は崩壊しました。 

　今回、自分の目で見た災害の脅威を市民の皆さ

んに伝え、今後は被害を減らす「減災」の視点で

の防災計画、そして、まちづくりに取り組んで行

くと決意しました。 

都市計画課　村尾　剛志　 

幅広い視野で 
　　安心・安全のまちに 

津波被害地（概略図） 

　凄惨な被災現場を見て、自分の業務

が市民の大切な生命に関わる責任を再

認識しています。幅広い視野で、将来的にも安心できる安

全なまちづくりに全力で取り組みたいと思います。 

政策課　高倉　鋭悟　 

日ごろから 
　　もしもに備える素地を 

　震災は対岸の火事ではなく、被害は

最小に安心は最大にするために、日ご

ろから「もしも」に備えて家族や地域の絆を深め、底力が

発揮できる素地を養うことが重要だと感じました。 
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